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秒

防

工

事

を

早

く

報

ー
片
貝
川
筋
の
!

砂
防
工
事
を

豚
下
屈
指
の
暴
れ
川
た
る
片

貝
、
早
月
の
屡
々
の
氾
濫
に
よ

る
惨
害
も
甚
大
な
も
の
が
あ
る

が、

戦
時
中
の
山
林
伐
採
等
の

発行日

(
其
の
二
〉

舗
装
遁
路
の
延
長

1 月

田
方
町
地
内
舗
装
工
事
も
竣
工

さ
れ
た
が
‘
舗
装
の
部
分
は
鉄

道
踏
切
よ
り
二
百
米
だ
け
で
.

既
舗
装
ケ
所
ま
で
約
九
十
余
の

未
舗
装
部
分
が
描
関
さ
れ
て
い
る

の
で
.
こ
れ
で
は
市
の
中
央
玄

関
で
あ
る
露
鉄
魚
津
と
中
心
街

を
結
ぷ
植
嬰
な
道
路
を
、
こ
の

優
に
さ
れ
L
ば
、
市
街
の
美
観

を
そ
こ
ね
、
変
遺
に
も
支
障
が

あ
る
の
で
‘
特
に
未
舗
装
部
分

の
至
急
工
事
を
施
行
さ
れ
る
様

市
か
ら
豚
当
局
に
対
し
て
陳
情

曹
が
提
出
さ
れ
た
。

昭和 30年 8.、EJ
斗
曙
冒

E
，，a
・、.. 

共
ノ
ハ
円

関
係
か
ら
近
年
奥
地
一
帯
は
崩

壊
の
度
を
増
し
、
土
砂
流
出
量

も
年
間
百
万
立
方
に
建
し
、
洞

床
も
上
昇
し
て
レ
る
が
、
こ
の

砂
防
工
事
は
あ
ま
り
に
も
難
事

業
で
あ
る
た
め
今
な
お
政
置
の

賦
厳
に
あ
り
.
毎
年

雨

季

に

は
.
沿
岸
民
は
洪
水
に
見
舞
わ

れ
て
い
る
様
な
現
献
で
、
し
か

も
こ
の
片
員
川
砂
防
工
事
だ
け

で
約
四
億
五
千
万
円
に
も
上
り

と
れ
ド
は
，
豚
全
体
の
木
年
度

砂
防
工
事
予
算
額
の
四
倍
に
も

な
旬
、
到
底
抜
本
的
対
策
は
望

め
な
く
、
昭
和
二
十
七

.4八
両

年
の
災
害
復
旧
も
準
ま
ず
.

僅
か
に
五
十
%
し
か
進
ん
で
い

な
い
の
で
、
先
般
市
長
上
京
の

折
に
国
会
に
請
願
書
を
持
参
、

早
急
に
砂
防
工
事
を
促
進
さ
れ

た
い
正
本
勝
選
出
国
会
構
員
の

協
力
を
得
て
衆
参
両
議
畏
に
提

出
さ
れ
た
。

伺
建
設
省
に
も
市
長
か
ら
事

情
を
よ
く
蹴
明
し
て
早
急
な
工

事
の
促
進
方
が
陳
情
さ
れ
た
。

ハ
其
の
一
一
一〉

遮
断
機
の
設
置

北
鬼
江
の
踏
切
に

国
鉄
魚
津
騨
東
側
の
北
鬼
江

の
踏
切
り
は
、

最
近
道
路
の
安

温
も
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
り
、
加
え

て
霞
車
、
汽
車
鯨
が
併
行
し
て

い
る
た
め
非
常
な
危
険
が
あ
る

の
で
.
同
踏
切
に
遮
断
機
を
設

置
L
て
貰
い
た
い
と
、
今
度
市

か
ら
金
沢
鉄
道
管
理
局
に
対
し

正
式
な
陳
情
書
面
が
提
出
さ
れ

た。母
子
世
帯
女
子
激
励

下
新
川
地
匝
在
外
同
胞
留
守

家
族
会
で
は
去
る
七
月
二
十
七

日
朝
日
町
で
、
偲
会
を
開
い
た

が
出
席
し
た
留
守
家
族
一
周
は

お
互
い
が
手
を
つ
な
い
で
元
気

に
苦
艦
を
乗
り
切
ろ
ι
，E
握
手

し
合
っ
た
。
こ
の
日
金
光
市
長

も
出
席
し
て
家
族
に
激
聞
の
言

葉
を
お
く
っ
た
。

津
を
:
:
:
よ
く
す
る
た
め
に

魚のJ
I
 

F--
J
t
 

J

の

市

民

税

第

二

期

分

納
期
限
八
月
三
十
一
日
迄

一寸

日
海
上
保
安
官
」
実
施

七
月
十
七
日
よ
り

一
週
間
.
海

上
安
全
週
間
で
あ
り
ま
し
た
の

で
.
七
月
二
十

一
日
伏
木
海
上

保
安
部
で
は
海
上
安
全
普
及
の

た
め
、
巡
視
船
「
の
と
」
を
魚

津
港
へ
廻
航
し
て
、
一
日
海
上

保
安
官
其
の
他
を
実
施
致
し
ま

し
た
。

当
日
金
光
市
長
が
般
畏
と
し
て

市
議
会
議
長
が
副
長
.
商
工
会

議
所
会
頭
が
機
関
畏‘

警
察
署

長
が
遁
信
畏
、
消
防
署
長
が
舶

海
長
を
勤
め
、
海
上
火
災
慣
習

を
行
ふ
等
有
意
義
の
棋
に
終
了

数
し
ま
し
た
。

十
月
一
日
現
在
で

6
W
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U
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一脊一
一

州
恒
例

日

十
月
一

日
に
は、

恥

T
一
全
国

一
せ
い
に
国
勢

崎

口

調

査
が
実
施
さ
れ
ま

回
慢
す
。

国
勢
調
査
は
、

-一-…w
大
正
九
年
以
来
五
年

目
ご
と
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
人
口
の
賦

況
そ
調
べ

、
国
政
の
基
礎
資
料

を
作
る
大
切
な
調
査
で
‘
主
と

し
て
結
果
は
.
国
会
蟻
員
、
地

方
議
会
議
員
の
定
数
決
定
、
地

方
交
付
金
の
算
定
な
ど
其
の
他

い
ろ

f
¥
の
商
に
使
わ
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
調
査

で
は
園
内
に
住
ん
で
い
る
入
を

一
人
残
ら
ず
調
査
す
る
こ

E
が

何
よ
り
も
大
切
な
こ

E
で
.
国

勢
調
査
の
目
的
を
達
す
る
た
め

に
皆
様
の
御
協
力
が
特
に
必
要

な
の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、
世
帯
に
ふ

だ
ん
住
ん
で
い
る
人
に
つ
い
て

十
月
一
日
午
前
零
時
現
在
を
も

と
に
、
世
帯
主
が
世
帯
全
員
の

氏
名
、
世
帯
主
と
の
績
柄
、
男

女
の
別
.
生
年
月
日
、
配
偶
の

関
係
.
国
籍
だ
け
を
配
付
さ
れ

た
調
査
票
に
書
き
込
ん
で
い
た

だ
き
.
残
り
の
調
査
欄
は
.
国

勢
調
査
員
ハ
町
内
、
部
落
に
一

名
づ
っ
お
か
れ
て
い
ま
す
〉
が

お
た
づ
ね
し
て

E
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
こ
め
調
査
で
申
告
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
統
計
を

作
る
た
め
に
使
う
だ
け
で
、
積

金
や
そ
の
他
の
目
的
に
使
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
り

の
ま
L
を
申
告
し
て
下
さ
る
よ

ろ
御
願
い
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
し
て
支
梯
わ
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3
か
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(
市
役
所

市
役
所
で
扱
っ
て
い
る
金
は
最
も
経
済
的
に

E
つ
市

民
に
最
も
役
立
つ
よ
う
に
扱
う
こ
と
は
云
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
市
長
始
め
職
員
全
体

が
日
々
努
力
を
掛
っ
て
い
ま
す
。
先
般
、

議
会
の
議
決

を
得
て
市
金
庫
を
設
置
し
た
の
も
こ
の
目
的
達
成
の
た

め
の
一
措
置
で
あ
り
ま
す
。

市
役
所
で
は
.
毎
月
三
千
万
円
程
度
の
お
金
の
支
錦

を
し
て
い
ま
す
。
工
事
金
‘
人
夫
賃
.
物
品
の
代
金
.

職
員
の
給
料
、
生
活
扶
助
金
等
、
多
種
多
様
で
、
工
事

金
は
契
約
書
に
よ
り
.
給
料
、
生
活
扶
助
金
は
法
規
に

従
っ
て
定
め
ら
れ
た
日
に
支
排
が
さ
れ
ま
す
。

一日保安官の市長

物
品
代
の
支
払
い

市
民
の
皆
様
に
一
番
関
係
の

深
い
物
品
の
代
金
や
人
夫
賃
の

支
掛
に
つ
い
て
は
.
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
役
所
で
物
品
を
購
入
す
る
と

き
は
、
い
ろ
/
¥
の
手
続
を
経

て
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
後
日
申
上
げ
る
こ
主

と
し
て
、
物
品
の
納
入
と
同
時

に
請
求
書
を
業
者
か
ら
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
(
こ
の
請
求

書
は
い
わ
ゆ
る
書
付
で
な
く
市

ト

y
e
-
-
-
v
~
h盟
問
唱
え
毘
主
、
ノ
戸
内
!
到
吋
ミ

伴
U
V
む
刈
ノ
町
民
t

訓川、、“一一一
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f
ν

「
-

J

ヨ
d
J

片
貝
川
奥
地
防
災
潮
池
測

一
築
造
計
画
を
推
し
進
め
る
た
め

一
こ
の
測
量
が
終
り
実
施
設
計
に

茸
班
出
発

一
七
月
二
十
九
日
市
農
林
課
河

一依
り
、
や
が
て
こ
の
大
事
業
の

片
貝
川
流
域
は
砂
礁
質
土
の
た

一
村
技
師
以
下
四
名
〔
外
に
測

一実
現
迄
に
は
幾
多
の
大
き
な
閉

め
と
、

奥
地
が
荒
駿
し
且
つ
急

一
量
人
夫
随
行
)
の
計
画
測
量
班

一閣
が
接
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

流
の
た
め
流
れ
量
の
変
化
が
極

一
は
食
糧
、
宿
泊
器
材
寝
具
を
携

一
が
実
現
の
暁
は
高
き
約
七
十
米

め
て
大
き
い
。
七
‘
九
月
の
皐

一
帯
約
二
週
間
の
予
定
で
現
地
に

一長
き
百
二
十
余
米
の
大
壊
堤
に

突
続
き
に
は
、
こ
の
水
巳
頼
る

一-向
っ
た
。
現
地
は
奥
平
沢
部
落

一湛
水
面
積
約
十
町
歩
、
保
有
水

謹
減
水
田
は
常
に
皐
魁
の
被
害
一
よ
り
約
十
二
粁
の
奥
地
、
片
員

一
章
二
百
万
立
米
の
大
貯
水
池
が

に
な
や
ま
さ
れ
、
亦
一
旦
豪
雨
一

川
第
四
発
電
所
の
取
水
口
め
上

一
で
き
大
雨
毎
に
な
や
ま
さ
れ
た

と
も
な
れ
ば
瞬
時
に
し
て
大
増

一
流
に
位
置
し
、
地
勢
峻
峻
で
測

一水
害
の
禍
恨
も
断
も
、
千
余
町

水
し
下
流
々
域
の
提
防
欠
壊
、

一e

章
作
業
も
悶
難
旺
つ
危
険
を
倖

一歩
に
亘
る
皐
腿
田
は
救
わ
れ
農

田
畑
、
橋
深
等
の
流
失
が
毎
年
・一
い
ロ
ー
プ
に
身
を
托
し
て
醗
壁

一家
経
済
に
も
た
ら
す
影
響
が
実

繰
逗
さ
れ
、
殊
に
昭
和
二
十
七

一
を
上
下
し
手
旗
で
相
手
方
へ
建

一
に
大
き
い
の
で
、
今
巨
市
民

年
の
大
洪
水
に
は
惨
朕
そ
の
極

一
緒
す
る
等
の
外
、
宿
舎
も
取
水

一
一
致
協
力
と
の

大
事
業
実
現

に
謹
し
、
そ
れ
以
来
懸
案
と
な

一
口
番
所
の
一
部
を
借
受
け
る
ほ

一
に
努
力
を
携
わ
な
け
れ
ば
な
ら

っ
て
い
た
防
災
溜
池
の
大
壊
堤

一
か
準
露
営
の
難
作
業
で
あ
る
。

一な
レ
。

東
カ
ム
チ
ツ
カ
方
面

船

名

一漁

獲

高
一回

二
五
大
国
丸
一
室
室
主

一
O
義
芳
丸
一
空
白
星

常
栄
丸
二
百
一
口
ロ
ニ
主

一
勝
運
丸
一
室
ニ
三

五
幸
漁
丸
二
ユ
歪
四
A
一

き
よ
丸
二
一
O
五
回
=

二
立
山
丸
一
一
三
コ
八
三

三
立
山
丸
一
三
五
員
企

富
山
丸
三
エ
八
四
一
旦

五
二
大
栄
丸
一
一
完
き
さ

五
九
正
徳
丸
二
三
A
四三

瑞
宝
丸
一
九
六
九
三

一
担
室
丸
二

o
g一九旦

二
根
室
丸
二
口
同
一
口
一

五
花
換
丸
一
九回
O
E
一

海
洋
丸
一
回口五一九

ト
一
大
吉
丸
二
口一品三口

湖
七
犬
神
丸
一
A
室
九
七

b
v

開
明
丸
一
八
九
塁
九

μ
マ
ス
一
一
一
丸
一
豆
口
同
会

バ
事
コ
ニ
ヤ
丸
一
五一三四回

ト

O
迎
日
丸
一
二
五
突
入

閣

大

東

丸

一
歪
一
主

慎

一
V
三
報
国
丸
一
五
宅
七
五

三
M
V主
報
国
丸
一
五
九
回
老

一
口
一
一
八
金
勢
丸
一
九
四回五九

一
口
一
九
大
勢
丸
一
宅
五
一
回

六

一

梅

丸

一
一司王国三

五
一
五
一
大
祭
丸
一
入
者
四
九

二

立

山

丸

一
一
口
三
会

五
一
酉
カ
ム
チ
ツ
カ
方
面

六
一
)
欣
照
丸
三
回
ニ
ロ
六
回

一z
一
期
八
鯨
山
丸
一
一口九五月。

七一

V
長
進
丸
一

会
主
A

】二

W
五
耐
明
丸
一

会
一
宝

、
一
↓
ニ
松
栄
丸
一
一
八
一
云
五

F

一

三

福

丸

一
コロニ
D
A
九

二

一

北

越

丸

一
一九口九八八

一
五
福
吉
丸
二

五
九
喜
一

一
口
牛
子
后
丸
一
一奈=一九六

母
船
式
鮭
健
流
網
漁
業
は
.
盆

々
好
調
を
偉
え
ら
れ
ま
す
。

七
月
二
十
日
現
在
、
魚
津
市
出

漁
団
員
の
乗
組

U
独
航
船
毎
の

成
績
左
の
遁
り
で
す
。

ハ
漁
獲
高
は
さ
け
、
ま
す
の

鱒
数
尾
V

の

わ、

金
)
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防除は八月中旬から

市
内
の
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ふ
リ
の
第
一
化
期
の
発
生

は
.
魚
津
港
周
遊
か
ら
本
江
更
に
三
ケ
に
d
h

若
干
発

生
し
た
の
で
.
七
月
中
旬
か
ら
踊
牝

L
.
踊
化
期
間

二
十
日
前
后
‘
八
月
上
旬
第
二
回
目
の
成
虫
餓
出
現

し
.
産
卵
入
月
十
日

l
入
月
十
五
日
頃
に
か
け
て
第

二
回
目
の
幼
虫
が
解
化
L
・
入
月
下
旬
か
ら
九
月
上

旬
に
か
け
て
禁
止
ぞ
暴
食
害
し
ま
す
。
こ
の
幼
虫
が
僻

化
す
る
時
期
が
最
も
防
除
溺
期
で
す
か
ら
次
の
防
除

を
実
施
し
て
下
さ
い
。

市

て
こ
の
害
虫
は
草
木
を
喰
害

す
る
食
食
性
の
虫
で
.
特
に

桜
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
.
柳
、
ポ

プ
ラ
、
桑
等
を
好
ん
で
食
害

し
ま
ず
。
で
す
か
ら
た
え
ず

巡
回
調
査
し
探
卵
す
る
。

初
期
に
於
て
枝
に
く
も
巣

を
か
け
た
様
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
.
い
集
し
て
い
ま

ず
か
ら
、
切
取
っ
て
焼
却
に

重
点
を
お
く
こ
と
、

二
、
発
見
が
封
く
れ
、
幼
虫
が

越
中
「
小
原
節
」

替
歌
入
選
発
表

魚

か
ね
て
、
魚
津
観
光
協
会
で

募
集
中
で
あ
っ
た
越
中
小
原
節

の
替
歌
、
魚
津
四
季
の
歌
詩
に

つ
い
て
は
、
左
記
の
も
の
が
入

選
し
ま
し
た
。

記

作
詩
者

魚
津
市
大
町

木
村
喜
見
城

魚
津
四
季
の
歌

春

か
す
む
能
菅
山
小
戸
浦
か
け
て

春
が
手
招
く
オ
ワ
ラ
盤
気
横

夏

渡
間
隠
れ
に
忍
ん
で
お
い
で

私
し
ゃ
身
を
焼
く
オ
ワ
ラ

蛍
い
か

(第73号)

秋

山
神
の
漁
火
主
待
つ
磯
へ

イ
カ
が
釣
れ
た
と
オ
ハ
ラ

い
う
知
ら
せ

冬

逢
ひ
に
北
風
若
狭
は
南

雄
山
お
ろ
し
で
オ
ハ
ラ

舗
が
来
る

分
散
し
、
被
害
葉
の
切
取
り

の
み
で
防
険
の
徹
底
が
悶
離

な
場
合
に
は
、
繋
剤
撒
布

D
D
T
二
O
O
t四
O
O倍

液
を
行
う
こ

E
。

三
、
襲
剤
撒
布
の
場
合
に
も
、

出
来
得
る
か
ぎ
り
枝
切
を
実

施
す
る
こ
と
。

四
.
樹
幹
の
幼
虫
は
捕
殺
す
る

五
.
踊
化
は
、
稼
下
、
屋
根
.

ひ
さ

L
裏
.
屋
外
.
木
材
‘
瓦

そ
の
他
材
料
置
場
、
樹
木
皮

下
に
お
い
て
す
る
場
合
が
多

い
の
で
.
こ
れ
専
の
場
所
を

捜
索

t
捕
殺
す
る
こ
と
。

六
制
発
生
を
認
め
た
場
合
に
は

早
く
市
役
所
に
連
絡
し
.

そ
の
指
導
を
う
け
‘
防
除
措

置
を
講
じ
て
下
さ
い
。

同
防
除
実
施
に
際
し
て
は
、

工
場
、
職
員
、
学
生
〈
生
徒
〉

等
の
積
極
的
な
協
力
を
依
頼

す
る
と
と
。

川

w木
-材
を
原
料
に
使
用
す
る
工

場
で
は
、
層
拐
、
樹
皮
の
構

外
搬
出
の
際
‘
こ
の
害
虫
の

幼
虫
或
は
踊
と
共
に
搬
出
さ

れ
て
蔓
延
の
源
と
な
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
と
の
処
理
に

つ
い
て
は
特
に
留
意
L
て
下

E
-
、。

J

、，、・
bw

社
曾
福
祉
事
業
に
寄
附

魚
津
市
金
屋
町
盛
永
与
吉
.

同
上
新
町
木
下
八
郎
両
民
よ
り

市
祉
会
調
融
事
業
の
た
め
左
記

の
通
り
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

記

金
参
千
円

金
武
千
円

盛
永
与
吉

木
下
入
郎

市
青
年
等
級

振
興
協
議
会
生
る

青
年
学
級
按
興
法
の
立
法
精

神
E
動
勢
青
年
教
育
の
重
要
性

に
か
ん
が
み
、
勝
下
二
百
七

十
有
余
の
背
年
学
級
の
振
興
発

展
を
は
か
る
た
め
に
、
そ
の
郡

市
相
互
の
連
絡
協
議
機
関
と
し

て
、
富
山
鯨
青
年
学
級
振
興
協

議
会
が
結
成
さ
れ
.
更
に
そ
の

下
部
組
織
と
し
て
.
魚
津
市
青

年
学
級
振
興
協
議
会
が
左
記
の

遁
り
誕
生
し
た
。

記

一
、
結
成
月
日
七
月
十
六
日

二
、
役
員
選
出

、
会

長

浅

尾

久

短
ハ
市
会
議
員
〉

副

会

長

河
上

曹

〈市
連
青
団
長
ν

山
本

倫

平

〈
祉
会
教
育
課
員
〉

事

十
九
名

(各
青
年
学
級
内
一
名
〉

常
任
理
事

河
崎
信
保
〈
訟
倉
〉

野
崎
築
吉
(
上
中
島
〉

監

事

森
孝
良
ハ
訟
倉
〉

沢
崎
啓
行
(
片
貝
〉

幹

事

岡
崎

寛
ハ
教
委
〉

四
十
崎
慶
之
〈
道
下
〉

三
.
事
業
計
画

L
青
年
学
級
研
究
会

-
青
年
学
級
体
験
発
表
会

3.
優
良
青
年
学
級
の
視
察

ι其
他

理

の
フ
ロ
湯
消
毒
宇
佐

入
月
の
お
天
気
の
よ
い
聞
に

そ
し
て
農
閑
期
に
タ
ネ
麦
そ
フ

ロ
湯
消
毒
し
て
干
し
あ
げ
て
お

く
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。

O
消
毒
の
要
領

小
委
で

ο四
六
度
、
大
袈
で

C

四
四
度
.

一
.0時
間
後
に

C
二

人
度
に
下
が
る
の
が
理
想
的
で

あ
る
。蒔

頃
に
や
る

E
よ
く
腐
る
わ

け
は
、
フ
ロ
か
ら
上
げ
た
梢
毒

済
み
の
干
し
上
げ
な
い
タ
ネ
は

了
度
繰
性
肋
胸
膜
炎
患
者
の
胸

の
様
な
も
の
で
、
発
芽
伸
長
の

た
め
に
頻
り
と
呼
畷
を
せ
ね
ば

な
ら
ず
.
気
候
不
順
等
で
胸
の 実

施
し
ま
し
ょ
う

水
は
積
水
の
俄
減
ら
な
く
て
、

迭
に
呼
吸
閃
離
に
な
っ
て
タ
ネ

が
腐
る
も
の
で
す
。
嬬
か
な
い

先
に
干
燥
し
て
ま
け
ば
、
肋
膜

炎
を
回
復
し
た
人
の
胸
の
様
に

十
分
な
呼
吸
が
出
来
て
、
順
調

な
生
育
守
続
け
る
こ
と
が
出
来

る。九
、
十
月
頃
の
播
種
期
に
慌
て

L

こ
れ
を
実
施
す
れ
ば
、
先
づ

干
し
上
げ
る
様
な
安
気
が
な
い

時
に
は
、
ま
か
な
い
先
に
「
カ

ピ
」
が
は
え
る
様

な

事

が
あ

る
。
万
難
を
排
し
て
今
実
施
し

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

第
四
回
市
民
体
育
大
会
成
績

去
る
七
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
第
四
回
市
民
体
育
大
会
乗
鯨
民
大
会
予
選
薗
び
に
連

合
青
年
団
陸
上
競
技
大
会
は
‘
快
晴
に
め
「
ま
れ
た
魚
津
西
部
中
学
校
校
庭
等
各
会
場

で
若
人
の
元
気
な
競
技
給
容
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
。
成
績
の
結
果
は
次
の
遁
り
で
あ
る
。

@
水
上
へ
中
学
男
子
〉

自
由
型
百
米

①
片
岡

弘

一

分

一

五

秒

三
百
米

①
沢
田
正
男

三
分
五

四
百
米

①

碕

本

節

六

分

二

O

背
詠
百
米

①

橋

本

節

一

分

二

四

(
大
会
新
、
幌
中
学
新
〉

平
詠
(
オ
〉
二
百
米

①

山

海

博

美
三
分
二
九
ベ

メ
タ
フ
ラ
イ
百
米

①
梅
原
猷
一
一
、
四
一
、
八

平
詠
〈
オ
〉
百
米

①
舟
崎
照
揃
一
、
三
六
、
入

@
陸
上

(
申
学
男
子
〉

百
米

①
訟
岡
昌
明
(
東
中
〉

一
一
一
一
秒
二

二
百
米

①
浦
島
輝
光
ハ
西
中
〉二

入
、

千
五
百
米

①
仲
俣
勅
〈
東
中
〉

五
.
一
一
一
、
五

八
百
米
り
レ

1

①
商
中
チ

1
ム一

.
五
六
.
六

走
高
跳

①
大
江
正
一
ハ
東
中
V一

米
四
四

走
巾
跳

①
河
津
光
朗
ハ
西
中
〉五

.

砲
丸
投

①
麗
伊
靖
雄
ハ
東
中
〉

一
一
、

O
六

三
段
跳

百
米

①
背
山
金
弘
〈
村
木
)

一
一
一
秒

二
百
米

①
青
山
金
弘
ハ
村
木
)二

六
、
四

四
百
米

①
翼
下
賢
一
一
ハ
西
布
施
)

五
丸
、
七

八
百
米

①
奥
村
利
夫
ハ
下
中
島
〉

二
、
二

0
.
二

①千
三 米
国
与
助
f、
片
貝
」ノ

分

四

五
千
米

①
稿
川
宗
一
〈
片
貝
)

一
八
、
三

0
.
三

俵
か
つ
ぎ

①
宮
崎
良
雄
(
下
中
島
V

一
七
.
二

芽
出
'
し
播
き
を

ホ
】
レ
シ
草
は
各
家
庭
で
も
多

必
要
で
あ
り
、
叉
需
要
の
多
い

も
の
で
す
。
暑
中
の
発
芽
或

い
は
干
操
時
の
発
芽
困
難
が
問

題
で
す
。
で
す
か
ら
催
芽
し

て
蒔
け
ば
百
粒
百
本
は
間
温

昭
和
三
十
年
度
米
穀
亮
渡
予

一
い
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
是
非
実

約
促
進
協
蟻
会
開
催

一施
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

全
二
十
一
日
ハ
木
〉

一
O
ホ
1
レ
シ
草
傑
芽
方
法

市
遺
族
会
役
員
会
開
催

一
タ
ネ
を
一

軍
夜
浸
水
し
.
こ
れ

全
二
十
二
日
ハ
金
)

一
を
完
全
に
潟
布
に
包
ん
で
井
戸

民
生
委
員
常
務
委
員
会
開
催

一
の
中
へ
(
輝
氏
一
七
度
見
当〉

全
二
十
四
日
ハ
日
)

一
二
重
夜
程
吊
し
ま
す
。

第
四
岡
市
民
体
育
大
会
衆
勝

一
斯
う
し
て
催
芽
ま
き
す
れ
ば
必

一
ず
上
手
に
作
れ
ま
す
。

民
体
育
大
会
予
選
会
開
催

一
向
ホ

1
レ
シ
草
は
、
平
均
気
温

全
二
十
五
日
(
月
〉

一
一
五
度
位
が
適
温
で
短
目
で
栄

魚
津
地
区
民
生
署
員
会
開
催

一
養
生
長
、
長
日
で
生
殖
生
長
し

一
ま
す
。

七
月
十
一
日
か
ら
七
月
二
十
五
日
ま
で

七
月
十
一
日
ハ
月
〉

市
敬
育
委
員
会
定
例
会
開
催

綜
合
グ
ラ
ン
ド
建
設
委
員
会

開
催

全
十
二
日
〈
火
〉

白
岩
将
警
祭
隊
長
初
巡
視
の

た
め
来
市

全
十
三
日
〈
水
〉

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

全
十
五
日
ハ
金
)

市
議
会
建
設
委
員
会
開
催

全
十
六
日
ハ
土
)
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沢
崎
〈
東
中
〉

一
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二
七
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中
学
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子
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米

①
佐
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洋
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中
〉

一
四
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二
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①
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四
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①
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走
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島
努
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米
三
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走
高
跳

①
竹
原
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西
中
〉

一
米
二
九

砲
丸
投

①
大
島
美
津
子
ハ
西
中
〉

七
米
四
九

ハ青
年
男
子
〉

ω南
宏

⑥
パ
ド
ミ
シ
ト
ン

男
子
〆
プ
ル
ス

ω吉
野

東

城

組

シ
シ
グ
ル
ス

ω室
口
部
男

女
子
ダ
プ
ル
ス

ω保
里

小

崎

組

。
シ
シ
グ
凶
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ス
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崎
明
子
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レ
ー
ボ
ー
ル

〈
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学
男
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西
申
2
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中
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学
女
子
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西
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中
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な
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技
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学
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志
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〉
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球

ハ
中
学
男
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〉
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荷

山
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夫
(
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中
〉

(
中
学
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〉
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葉
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中
学
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東
中
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中
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卓
球
(
一
般
)

①
住
田
幸
雄

ハ
中
学
男
子
〉

を

開

講

七
月
二
十
六
日

(
火
曜
)

市
政
に
つ
い
て

市
長
金
光
邦
三

七
月
二
十
七
日
ハ
水
曜
)

新
し
い
住
宅
の
設
計

建

築

技

師

広

田

久

吉

八
月
一
日
ハ
月
曜
U

夏
の
衛
生

医

師

清

河

吉

平

八
月
二
日
火
ハ
隈
)

家
庭
の
レ
グ
レ

1
シ
ヨ
シ

体

育

指

導

員

河

上

晋

八
月
八
日
(
月
曜
〉

料
理
実
習

魚
高
教
諭

宮
井
ふ
み

貧
困
家
庭
へ
上
げ
て
下
さ
い

魚
油
俸
高
校
家
庭
ク
ラ
プ
か
ら

去
る
七
月
三
十
日
市
役
所
社
裁
縫
貨
で
得
た
金
を
貯
金

L
た

会
福
祉
事
務
所
に
魚
津
高
校
家
も
の
を
.
そ
っ
く
り
貧
困
家
庭

庭
グ
ラ
プ
森
内
由
美
子
さ
ん
盆
へ
上
げ
て
下
さ
い
と
差
出
し
た

年
生
)
外
グ
ラ
プ
員
五
名
が
紡
も
の
で
、
以
前
に
も
学
校
の
復

れ
山
沢
所
長
に
金
五
千
円
を
渡
興
資
金
と
し
て
三
千
円
余
を
差

し
.
こ
れ
で
市
内
貧
悶
家
庭
の
曲
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
所
長

慰
問
に
上
げ
て
下
さ
い
を
手
渡
も
感
激
早
速
相
談
の
上
ク
ラ
プ

L
.
所
長
を
感
激
さ
せ
た
。

員
の
志
遁
り
措
置
す
る
こ
と
に

こ
れ
は
七
月
中
の
放
課
後
グ
な
っ
た
。

ラ
プ
員
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が

回
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梯
.
吾
妻
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建
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山
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〉

富

田

恒
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著

南
ア
ル
プ
ス
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瀬
舜
太
郎
著

奥

多

摩

ハ

グ

〉

小

野

幸

著

山
の
憶
い
出
ハ
四
巻
)

木
暮
理
太
郎
著

冨
士
、
箱
根
、
伊
豆千

家
哲
麿
著

日
峰
.
仙
丈
.
駒
.
鳳
恩

内
藤
八
郎
著

秩

矢

山

塊

原

全

教

著

日
本
ア
ル
プ
ス
(
菅
山
正
探
検
)

ウ
エ
ス
ト
シ
著
、
村
岡
精
一
課

夏
の
山
名
の
山
小
島
六
郎
著

山

と

渓

谷

田

部

重

郎

著

エ
グ
レ
ス
ト
菅
頂
記藤

木
九
三
著

ヒ

マ

ラ

ヤ

近

藤

等

著

ペ
テ
ガ
り
岳
遠
征
記小

島
六
郎
著

山
岳
講
座
ハ
全
五
巻
)

日
水
社
--K

科
学
画
報
著

夜
間
関
舘
ぞ
泊
し
て
い
ま
す

例
年
の
湿
り
、
次
の
よ
う
に
夜

間
開
館
を
し
て
い
ま
ず
か
ら
、

夜
の
御
散
歩
の
つ
い
で
に
御
気

曹
に
お
寄
り
下
さ
一
い
。
新
刊

書
.
瞳
い
読
物
、
写
真
集
な
ど

も
い
く
ら
か
と
り
そ
ろ
え
て
お

句
ま
す
か
ら
御
利
用
下
さ
い
。

ー
記
l

L

夜
間
開
館
の
期
間

七
月
二
十
五
ま
で

Z

開
館
の
時
間

O
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
十

二
時
三
十
分
ま
で

O
午
后
六
時
よ
り
九
時
ま
で

〈
十
二
時
三
十
分
よ
り
六

時
ま
で
は
休
み
ま
す
〉

3.

休
館
日
今
ま
で
と
お
り

水
曜
日
で
す
。

新

刊

書

紹

介

暑
さ
き
び
し
い
今
日
こ
の
頃
、

皆
模
に
は
海
へ
、
山
へ
、
と
い

ろ
/
¥
プ
ラ
.シ

作
成
に
お
楽
し

み
の
こ
と
春
じ
ま
す
。

今
回
は
皆
様
の
楽
し
い
プ
ラ
シ

の
御
参
考
に
亦
夏
の
読
物
を
御

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
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